
すへでの ⼦どもが
成⻑できる学習環境を 
 公⽴学校向け ICT教材導⼊のご提案 
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はじめに

現在、多くの学校が抱える共通の課題は 教員の⼈材不⾜と学⼒の⼆極化です。 
特に、授業についていけない児童‧⽣徒への個別対応や、

授業準備‧採点業務の時間的負担は深刻な状況にあります。 

デジタル教材によって可能になる 教員の負担軽減 と 個別最適な学びの実現 を
わかりやすくご紹介しております。

分からない⼦どもを置いていかない学習⽀援 を実現するために
ぜひ導⼊をご検討いただければ幸いです。 

この資料では と 学校としての価値向上教員の負担軽減 に直結する、 

この度は、資料をお受け取りいただきありがとうございます。 

新しい学習⽀援の形をご提案いたします。 
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提案の概要

このサービスは、⽣徒⼀⼈ひとりの理解度に合わせて
学校や⾃宅で学習できる

デジタル教材 と 学習サポート を組み合わせた、 

個別最適化型⽀援の教材です。 

今回ご提案するのは、

の導⼊てず。学習⽀援サービス湘南ベースレインボーの

教科書に準拠した豊富な問題や、⾳声‧アニメーション機能を活⽤することで、
「わかる‧できる」体験 を重ねなから゙、学⼒向上と学習意欲の向上を実現します。 
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教育現場の現状と課題   

① 教員の⻑時間労働 
② 教員不⾜が深刻化 
③ 学⼒格差の拡⼤ 
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教育現場の現状と課題①  

課題

現状

授業準備‧管理時間の削減 が、早急に解決する必要がある課題。 

教員勤務実態調査（ 2022年 ⽂部科学省）より 
‧⼩学校教員の平均勤務時間：50~55時間未満/週 
‧中学校教員の平均勤務時間： 50~55時間未満/週 

教員の⻑時間労働
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教育現場の現状と課題②  

課題

現状

教員採⽤試験の倍率（2023年度 ⽂部科学省）より 

⼩学校教員採⽤試験倍率 2.2倍（過去最低）を記録。 

教員不⾜が深刻化

若年層の教職離れ‧教職希望者の不⾜。 
⼈⼿に頼らない学習⽀援体制が必要。 
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教育現場の現状と課題③  

課題

現状

学⼒の⼆極化 
学習習慣の定着が不⼗分な⼦どもほど正答率が低い傾向があり、 

家庭学習の時間や学習⽅法の⼯夫が重要 。 

2023年度の全国学⼒‧学習状況調査（全国学力テスト）では、 
⼩学6年⽣の約20%が正答率 50%未満 という結果になった。

 ※基礎的な学⼒が⼗分に⾝についていない層が⼀定数存在することがわかる。 

学⼒格差の拡⼤ 
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その他、公⽴学校におけるよくある悩み

教師が確保できず、業務の負担が増えている 

教育⽔準を向上させたいが、⽅法が⾒つからない 

空き教室が増えているが、有効な活⽤法が⾒つからない 

デジタル教材で効率化したいが、導⼊後に使いこなせるか不安... 

デジタル教材で⼦どもの学⼒が、本当に伸びるのか⼼配... 
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サービス概要   
先端技術を取り⼊れた学習教材 

教科書準拠 の教材で
⾃宅学習をサポート 

豊富な類題&
個別最適化した問題で

反復学習を実施 

講師の
オンラインサホー゚トで

⾃宅が⾃習室に 

学習⽀援サービス⼩ 中学⽣向け ‧

個別指導‧フリースクールの運営実績がある弊社が
（ICT教材）を活⽤してサポートします! デジタル教材

⼦どもの成⻑に合わせた 
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デジタル教材（ ICT教材）とは

デジタル教材（ICT教材）は、

※ICT「Information and Communication Technology（情報通信技術）  の略称 」

デジタル機器や ITテクノロジーを教育の現場に導⼊して、 

従来のアナロク教゙育以上の効果を引き出す教育⽅法です。 



11

選ばれる理由

学習効果の向上 
 

‧間違えた問題は
類題でくり返し学習。 

‧記憶に残りやすく楽しく学べる。 

01 教員の負担を
⼤幅軽減 
 

02 最適化された
個別学習 

03

‧授業準備‧採点をデジタルで時短。 
‧空いた時間で、個別指導の時間を

しっかり確保。 

‧学習履歴をもとに AIが⽣徒に
最適な問題を⾃動出題。 

‧つまずきやすい単元も
繰り返し復習可能。 
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選ばれる理由

⾃宅が
オンライン塾や
学童保育に 
 

‧弊社の個別指導ノウハウを活かした
オンラインサホー゚ト付き。 

‧通塾の負担ゼロで、地⽅や共働き
家庭の⼦育てをサポート。 

04 安⼼の
電話サポート 
 

05 ⽣徒‧保護者の
満⾜度 UP 

06

‧操作に不安がある⽣徒や
先⽣も安⼼。 

‧専任スタッフが丁寧に
電話でサポートします。 

‧最新のデジタル教材導⼊による
満⾜度 UP。 

‧⽣徒全員が学習スピードに
合わせて成⻑できる環境に。 



得意‧不得意に応じて⾃動で最適な問題を出題 

教科書準拠で安⼼

⼀問⼀答 ×丁寧な解説

アニメーション機能‧⾳声で分かりやすい 

理解度チェックで、知識を確実に定着

スモールステップで学⼒に合わせて学習可能 
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デジタル教材（ ICT教材）の特徴 



教科書準拠で学びやすいシステム 

常に最新の学習指導要領に対応しています。
もちろん教科書準拠です。

常に最新の
学習指導要綱
に対応

教科書準拠なので安⼼！教科書通りの問題⽬次
全国の⼩学校の教科書に準拠しているため、お使いの教科書の内容と
同じように進めていくことができます。
予習や復習のしやすさは想像以上。ぜひご体験ください。
また、教科書の範囲を超えた、応⽤‧発展‧⼊試対策問題も
多く収録されています。
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デジタル教材（ ICT教材）の特徴 
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デジタル教材（ ICT教材）の特徴 

⼀問⼀答 ×丁寧な解説 

たくさんの問題に解答し、時間を空けてから答え合わせを
すると、記憶が薄れており学習効率が低下します。
短時間で効果的に学習を進めたいなら、⼀問⼀答です。

ヒント‧解説も⼀問ずつ
だから、きちんと考えられる

⼀問⼀答は、答え合わせだけで終わりません。
類題も含めほぼすべての問題で丁寧なヒント‧
解説付きです。

問題→解答→答え合わせのサイクルを
短い時間で繰り返せる
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デジタル教材（ ICT教材）の特徴 

アニメーション機能‧⾳声で分かりやすい 

基本の学習スタイルを、レクチャー、ウォーミングアップ、
問題解答の3ステップに。学習開始へのハードルをグググッと下げ、
勉強をしやすく、集中⼒を⾼め、⼼地よい学習環境を作りあげて
います。他教材での解消しなかった「分からない」「できない」
「続かない」を解消しましょう。

読み上げ⾳声、朗読で⽇本語⼒を⾼める
国語⼒、語彙⼒、読解カアップをサポート

⽂章を読むことが苦⼿で、勉強がはかどらなかったお⼦様の
強い味⽅になります。
ナレーターの朗読に続いて追いかけ読みモードもオススメです。
⼩1〜⼩3の国語に収録した⼈気コンテンツです。

やる気が出ない⼦、集中⼒が続かない⼦にも
スモールステップがフィット
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デジタル教材（ ICT教材）の特徴 

理解度チェックで、知識を確実に定着 

「わかったつもり」で終わらせない

学習の際、そのときは「理解したつもり」でも、
実は不⼗分な理解で終わっている場合が
少なくありません。
「理解度チェック」は、教科書の区切りごとに
⼩テストのような形式で、お⼦様の「わかった」を
確認するために新しく⽤意いたしまた。
区切りの総まとめとして、また次の⽇に
前⽇の復習として活⽤することで、
確実に習熟度を⾼めましょう。
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デジタル教材（ ICT教材）の特徴 

スモールステップで学⼒に合わせて学習可能 

学習できる範囲が広い 当社の場合

（1学期〜3学期） ⾃由に選べる1年分

学⼒に合わせて 勉強できる！

授業と同じ進度の他社教材の場合

⼀⼈ひとりに合わせたペースで学習を 
⼀般的な 1ヵ⽉ごとに教材が届く学習⽅法では、教材のペースに合わせて⼦供が学習をする必要があります。
弊社では、 1学期から3学期分まですべての内容がご利⽤いただけるので、お⼦様の学⼒ に合わせて学習できます。 
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導⼊のメリット 

⾃宅がオンライン
塾や学童保育に 

教員の負担を
⼤幅軽減 

⽣徒の
学習効率向上 

⽣徒‧保護者の
満⾜度 UP 



デジタル教材に加え、講師がオンラインで
⼦どもたちの学習を⾒守る体制を整えています。 
わからないことをその場で質問できる環境があり、
⼦供達に寄り添ったサポートを提供。
これにより、保護者 の負担を⼤幅に軽減します。 
 
※時間割に合わせて、

専⾨の担当講師が待機しています。 

デジタル教材 講師のオンラインサポート体制 + 
⼀般的なデジタル教材サービスとの違い  
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導⼊の流れ 

最適プランのご提案 

お⾒積り ご契約‧セットアップ 運⽤開始 &
アフターフォロー 

お問い合わせ 
（資料請求‧導⼊相談）

ヒアリンク ゙ 
（現状‧課題‧端末‧ネット環境を確認 ） （科⽬‧学年‧ライセンス数なと）゙



〒251-0027 神奈川県藤沢市鵠沼桜が岡4丁⽬13−2 

湘南ベースレインボー（運営法⼈:株式会社ありがとう上⼭）

お問い合わせ‧ご相談窓⼝ 

受付時間 14:00〜19:00

お電話でのお問い合わせ

メールでのお問い合わせ

info@shonanbase-r-ict.com

（定休⽇の⽉曜・⽇曜を除く）

HPはこちら お問い合わせフォームは
こちら

050-5838-8776T
E
L


